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BNCTの高度化に必要とされる細胞内における 10B分布測定を目的としたマイクロカロリーメータ EDS装置

搭載 SEM による細胞試料ホウ素マッピング技術を開発している。マイクロカロリーメータ EDS によりエネ

ルギー183 eVの B Kα X線ピークを半値全幅 30 eVのエネルギー分解能で同定した。 
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1. はじめに 

ホウ素薬剤に含まれる 10B と熱中性子との反応を利用してがん細胞を選択的に死滅させるホウ素中性子捕

捉療法(BNCT)では、正常細胞へもホウ素薬剤の集積による殺効果が及んでいる。正常細胞損傷の低い BNCT

ホウ素薬剤の開発には、細胞内における 10B 分布の正確な測定法を確立する必要がある。我々は、超伝導転

移端センサー型マイクロカロリーメータ EDS装置搭載走査電子顕微鏡(TES-SEM)を用いて、軽元素特性 X線

の明確なピーク同定と数 10 nmの空間分解能での微細組織観察とを組み合わせた細胞試料ホウ素マッピング

技術を開発している。TES-SEM によるホウ素マッピングでは、ホウ素薬剤を含む細胞試料の EDS 測定でエ

ネルギー183 eVの B Kα X線ピークの明確な同定が必要となる。本研究では、TES-SEMを用いてホウ素含

有試料の EDS測定を行なった。 

 

2. ホウ素含有試料の EDS測定 

本研究では、TES-SEM による EDS 測定のホウ

素含有試料として、電子銃用カソードフィラメン

トの六硼化ランタン(LaB6)を選択した。TES-SEM

の EDSで取得した LaB6試料の X線エネルギース

ペクトルを Fig. 1に示す。Fig. 1の X線エネルギー

スペクトルに明確に現れているピークは、B Kα X

線(183 eV)、 C Kα X 線(277 eV)、O Kα X 線(525 

eV)、 La Mδ X線(654 eV)、La Mβ X線(854 eV)及

び La Mδ X線(1027 eV)にそれぞれ対応している。

ピークは小さいが B Kα X線のピークを半値全幅

30 eVのエネルギー分解能で同定した。 
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Fig. 1 TES-SEM の EDS 測定で取得した LaB6試料

の X線エネルギースペクトル 
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